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愛称 グランツール１年  

第13期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2026年６月３日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー・インカムアセット・アロケー

ション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／

Ｂコース（為替ヘッジあり）」は、2026年６月３日に

第13期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2013年８月13日から2033年６月３日まで 

運 用 方 針 

安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を目指し
た運用を行います。 
・マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的

に、複数のインカムアセット（世界の高配当株式、債
券等）に投資し、市場環境に合わせて機動的に資産
配分の調整を行う投資信託証券や海外の債券等に投
資する投資信託証券（以下「指定投資信託証券」とい
います。）への投資を行います。 

・Ａコース（為替ヘッジなし）の実質外貨建資産につ
いては、為替ヘッジを行いません。 

・Ｂコース（為替ヘッジあり）の実質外貨建資産につ
いては、原則として、為替ヘッジにより米ドルと円
との間の為替変動リスクの低減を図ることを基本と
します。 

・資金動向、市況動向等によっては、上記のような運
用ができない場合があります。 

主 要 投 資 対 象 

当 フ ァ ン ド 
シュローダー・インカムアセット・
アロケーション・マザーファンド受
益証券を主要投資対象とします。 

マザーファンド 

・ルクセンブルグ籍米ドル建て外
国投資法人 
「シュローダー・インターナショ
ナル・セレクション・ファンド グ
ローバル・マルチ・アセット・イ
ンカム クラスＪ投資証券」 

・ルクセンブルグ籍ユーロ建て外
国投資法人 
「シュローダー・インターナショ
ナル・セレクション・ファンド 
ユーロ・リクイディティ クラス
Ｉ投資証券」 

・ルクセンブルグ籍米ドル建て外
国投資法人 
「シュローダー・インターナショ
ナル・セレクション・ファンド 
ドル・リクイディティ クラスＩ
投資証券」 

上記の指定投資信託証券を主要投
資対象とします。 

組 入 制 限 

当 フ ァ ン ド の 
マザーファンド 
組 入 上 限 比 率 

制限を設けません。 

マザーファンド 
投資信託証券への投資割合には制限
を設けません。また、外貨建資産へ
の投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年６月３日。ただし、当該日が休業日の場
合は翌営業日）に、原則として経費控除後の繰越分を
含めた利子・配当収入と売買益（評価益を含みます。）
等から、基準価額水準、市況動向等を勘案しながら決
定します。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区大手町二丁目６番４号 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 



品 名：90020_100715_100716_013_02_シュローダー・インカムアセット・アロケーション（1 年決算型）A／B コース_1109780.docx 

日 時：2026/7/9 15:53:00 

ページ：1 

― 1 ― 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ａコース（為替ヘッジなし） 
 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

９期(2022年６月３日) 15,297 0 7.1 98.7 547 

10期(2023年６月５日) 16,499 0 7.9 97.6 442 

11期(2024年６月３日) 20,271 0 22.9 98.3 497 

12期(2025年６月３日) 19,827 0 △ 2.2 97.7 435 

13期(2026年６月３日) 25,236 0 27.3 98.1 498 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率で表示しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2025年６月３日 19,827 － 97.7 

６月末 20,493 3.4 98.3 

７月末 21,336 7.6 98.5 

８月末 21,348 7.7 97.1 

９月末 22,024 11.1 98.1 

10月末 22,960 15.8 97.8 

11月末 23,474 18.4 99.0 

12月末 23,752 19.8 98.5 

2026年１月末 23,986 21.0 98.1 

２月末 24,546 23.8 98.0 

３月末 23,766 19.9 98.0 

４月末 24,759 24.9 98.7 

５月末 25,008 26.1 98.1 

(期  末)    

2026年６月３日 25,236 27.3 98.1 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率で表示しております。 
 

（注）当ファンドは、親投資信託を通じて、主に有価証券に投資する投資信託証券への投資を行い、複数のインカムアセット（世界の高配

当株式、債券等）に実質的な投資を行います。 

 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

９期(2022年６月３日) 10,350 0 △ 9.4 99.2 221 

10期(2023年６月５日) 9,933 0 △ 4.0 97.6 201 

11期(2024年６月３日) 10,352 0 4.2 99.9 193 

12期(2025年６月３日) 10,569 0 2.1 95.8 181 

13期(2026年６月３日) 11,674 0 10.5 98.8 83 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率で表示しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2025年６月３日 10,569 － 95.8 

６月末 10,753 1.7 98.2 

７月末 10,819 2.4 99.2 

８月末 10,987 4.0 97.0 

９月末 11,158 5.6 99.6 

10月末 11,216 6.1 100.8 

11月末 11,256 6.5 100.8 

12月末 11,367 7.6 99.6 

2026年１月末 11,658 10.3 95.5 

２月末 11,752 11.2 99.6 

３月末 11,059 4.6 98.5 

４月末 11,456 8.4 99.6 

５月末 11,617 9.9 98.4 

(期  末)    

2026年６月３日 11,674 10.5 98.8 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率で表示しております。 
 

（注）当ファンドは、親投資信託を通じて、主に有価証券に投資する投資信託証券への投資を行い、複数のインカムアセット（世界の高配

当株式、債券等）に実質的な投資を行います。 

 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ａコース（為替ヘッジなし） 
 

○運用経過 (2025年６月４日～2026年６月３日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年６月３日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首19,827円でスタートした基準価額は、25,236円（分配後）で期末を迎え、期首比27.3％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。 

当期、マザーファンドの主要投資対象ファンド（米ドルベース）はプラスのリターンとなりました。 

米国関税政策を巡る不確実低下や好調な企業業績の発表、人工知能（ＡＩ）関連分野の発展期待などを背景

に投資家がリスク選好姿勢を強めたため、高配当株式の組入れはパフォーマンスにプラスに寄与しました。債

券資産については、リスク性資産が堅調に推移する環境下、投資適格社債やハイイールド債券、新興国債券の

保有が総じてプラス効果となりました。 

当期、円が対米ドルで下落したこともプラス要因となり、為替ヘッジを行わない当ファンドの基準価額（分

配金再投資ベース）は上昇しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
 

○運用経過 (2025年６月４日～2026年６月３日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年６月３日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首10,569円でスタートした基準価額は、11,674円（分配後）で期末を迎え、期首比10.5％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。 

当期、マザーファンドの主要投資対象ファンド（米ドルベース）はプラスのリターンとなりました。 

米国関税政策を巡る不確実低下や好調な企業業績の発表、人工知能（ＡＩ）関連分野の発展期待などを背景

に投資家がリスク選好姿勢を強めたため、高配当株式の組入れはパフォーマンスにプラスに寄与しました。債

券資産については、リスク性資産が堅調に推移する環境下、投資適格社債やハイイールド債券、新興国債券の

保有が総じてプラス効果となりました。 

当期、為替ヘッジを行う当ファンドの基準価額（分配金再投資ベース）は上昇しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

 

当期、世界株式は上昇しました。2025年６月に中東情勢の悪化等の影響により方向性の欠ける局面もありま
したが、その後は、米国が各国と貿易協議を進展させたこと、一部米国経済指標の悪化を背景に米連邦準備制
度理事会（ＦＲＢ）の積極的な利下げ期待（９月の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で利下げを再開）が広
がったこと等から投資家のリスク選好姿勢が高まり、７月以降は上昇基調を辿りました。11月は、ＡＩ関連銘
柄のバリュエーション高騰を巡る懸念が高まったことでボラティリティ（変動性）が高まる局面もありました
が、ＦＲＢが利下げを進展するとの見方や、ＡＩを巡る投資家の期待感などが支援材料となり2026年２月下旬
まで、上昇基調を維持しました。３月に入ると中東情勢の悪化に伴い下落する局面もありましたが、その後は
中東情勢の解決に対する期待感やＡＩ分野に対する根強い期待感なども支援材料となり反発に転じ、株式市
場は前期末比で上昇して当期を終えました。 

債券については、米国では長期金利は前期末比で小幅に上昇（債券価格は下落）しました。2025年６月、中
東情勢の悪化を背景とした安全資産需要の高まりなどから、米国長期金利は低下（債券価格は上昇）基調とな
りましたが、７月は投資家のリスクセンチメントの改善、米国の財政赤字に対する懸念から上昇する局面があ
りました。８月、米国雇用統計が労働市場の低迷を示唆したことでＦＲＢの利下げ期待が高まり、米国長期金
利は低下しました。その後も、ＦＲＢの利下げ期待の進展、次期ＦＲＢ議長にハト派的な人物が選出されると
の憶測から低下基調となりました。その後、2026年３月には、中東情勢の悪化を背景とした原油価格の上昇、
それに伴うインフレ警戒感から、金利は大幅に上昇し、最終的に前期末比で小幅な上昇となり当期を終えまし
た。日本やドイツでは長期金利の上昇幅は相対的に大きくなりました。欧州では防衛費増額や国債発行増額に
対する注目が高まっているほか、欧州経済の輸入エネルギーに対する依存度の高さを背景に原油価格の上昇
がインフレを招くとの見方が強まり、欧州中央銀行（ＥＣＢ）による利上げ観測が進展しました。日本では自
民党総裁選挙で高市氏が勝利し同氏が掲げる積極的な財政政策から財政悪化懸念が高まったほか、日本銀行
がビハインドザカーブに陥る（後手に回る）との警戒感も浮上しました。 

 

 

 
当期、高配当株式については継続的にエクスポージャーの調整を行いました。2025年６月、トランプ政権に

よる規制緩和、高金利環境が追い風になると判断して、米国金融セクター株式を組み入れたほか、７月には相
対バリュエーションからドイツ株式において大型株式から中型株式に入れ替えを行いました。８月には米国
株式において、情報技術セクターからディフェンシブ性を評価した公益事業セクター株式に一部入れ替えを
行ったほか、10月には一部の新興国株式を米国ヘルスケアセクター株式に入れ替えました。12月、利益確定を
企図して金鉱株式の保有を一部削減しました。2026年１月、日本株式の一部を欧州防衛関連株式に入れ替えま
した。欧州での防衛費拡大から長期的に需要が増し、堅調な成長につながると判断しました。また、大型ハイ
テク銘柄から資金シフトが発生した際に恩恵を受けるとみて、米国小型株式のポジションを追加しました。２
月には、日本の銀行関連株式を削減し利益確定を行いました。４月には、バリュエーション上の割高感が緩和
したとみて、米国情報技術セクターの組入比率を引き上げたほか、イールドカーブのスティープニングから恩
恵を受けると期待し、米国金融セクターに対しても追加投資を行いました。また、５月には欧州銀行セクター
株式へ投資を行いました。 

債券については、2025年７月、マクロファンダメンタルズが改善し、インフレも安定傾向にある新興国のソ
ブリン債（現地通貨建て）を積み増したほか、米国労働市場を巡る懸念が高まった８月に米国ハイイールド債
券のエクスポージャーを一部削減しリスクヘッジを行いました（その後、９月にヘッジを解消）。11月中には、
米国ハイイールド債券の保有を一部削減し、米国投資適格社債に入れ替えを行いました。その後、2026年１月
に米国デュレーションを削減したほか、３月にハイイールド債券の保有を一部削減しました。   

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンドにおいて、投資比率が高位
であるシュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド グローバル・マルチ・ア
セット・インカム クラスＪの運用について 
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当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

 

Ａコース（為替ヘッジなし） 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第13期 

2025年６月４日～ 
2026年６月３日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 15,235  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 
 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第13期 

2025年６月４日～ 
2026年６月３日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 6,439  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○今後の運用方針 

政治動向が引き続きニュースの見出しを支配しています。米国は当初、イランに対して無条件降伏を求めて

いましたが、現在ではホルムズ海峡の再開につながる一方で、イラン側にも金銭面を含むいくつかの「勝利」

をもたらす合意に達しています。当運用チームでは2026年４月中旬以降、中東紛争およびそれに伴うガソリン

価格の上昇が米国の有権者から非常に不評である点を踏まえ、トランプ大統領にはできるだけ早期にこの紛

争を終結させたい意図が働くだろうと想定しました。中間選挙が近づく中、共和党は下院のみならず上院も失

うリスクに直面しています。この状況が、トランプ大統領に今回の合意を受け入れさせた要因であると考えら

れます。また、中間選挙と金融政策の関係について考えることも重要です。ＦＲＢの新議長であるケビン・

ウォーシュ氏は従来よりタカ派的な姿勢を示しているものの、トランプ大統領がウォーシュ氏を議長に任命

した主な理由の一つは、より低い金利環境を実現することにあります。特に、トランプ大統領が生活費負担の

問題に真剣に取り組んでいることを有権者に示す必要があり、住宅ローン金利の引き下げは、粗削りではある

ものの効果的な手段となり得ます。こうした点を踏まえると、ウォーシュ氏は、自身のよりハト派的なスタン

スを強く働きかける可能性が高いと考えられます。また、労働市場にさらなる弱さの兆候が見られれば、この

目標を達成する可能性は一段と高まると考えます。総じて、中東紛争の終結とハト派的なＦＲＢ議長という組

み合わせは、株式市場にとってポジティブな要因であると考えられます。 
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Ａコース（為替ヘッジなし） 
 

○１万口当たりの費用明細 (2025年６月４日～2026年６月３日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 331  1.430  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (127)  (0.550)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） (191)  (0.825)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 13)  (0.055)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 25   0.110   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.002)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
 送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.011)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 22)  (0.096)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
 登録費用等 

 合 計 356   1.540    

期中の平均基準価額は、23,121円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90020_100715_100716_013_02_シュローダー・インカムアセット・アロケーション（1 年決算型）A／B コース_1109780.docx 

日 時：2026/7/9 15:53:00 

ページ：10 

― 10 ― 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.63％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 
（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 投資先ファンドの費用については、投資先ファンドの管理会社が発行する年次報告書（アニュアル・レポート）の記載に基づきます。

なお、投資先ファンドの運用管理費用（信託報酬）は当ファンドの運用管理費用（投信会社分）から支払われるため、別に収受してお
りません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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○売買及び取引の状況 (2025年６月４日～2026年６月３日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 2,903 7,607 25,041 65,545 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年６月４日～2026年６月３日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2026年６月３日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 193,677 171,539 502,045 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年６月３日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 502,045 100.0 

コール・ローン等、その他 13 0.0 

投資信託財産総額 502,058 100.0 
 
（注） 金額の単位未満は切捨て。 
（注） シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（2,986,543千円）の投資

信託財産総額（3,051,019千円）に対する比率は97.9％です。 
（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝159.99円です。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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Ａコース（為替ヘッジなし） 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年６月３日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 502,058,992   

 シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド(評価額) 502,045,591   

 未収入金 13,401   

(B) 負債 3,759,696   

 未払解約金 13,401   

 未払信託報酬 3,485,707   

 その他未払費用 260,588   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 498,299,296   

 元本 197,456,277   

 次期繰越損益金 300,843,019   

(D) 受益権総口数 197,456,277口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 25,236円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 219,645,480円 

期中追加設定元本額 3,380,986円 

期中一部解約元本額 25,570,189円 
 

○損益の状況 (2025年６月４日～2026年６月３日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 113,209,661   

 売買益 121,467,230   

 売買損 △  8,257,569   

(B) 信託報酬等 △  7,340,509   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 105,869,152   

(D) 前期繰越損益金 114,196,216   

(E) 追加信託差損益金 80,777,651   

 (配当等相当額) (   79,498,969)  

 (売買損益相当額) (    1,278,682)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 300,843,019   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 300,843,019   

 追加信託差損益金 80,777,651   

 (配当等相当額) (   79,530,114)  

 (売買損益相当額) (    1,247,537)  

 分配準備積立金 220,065,368   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（26,974,075円）、

費用控除後の有価証券等損益額（55,403,021円）、信託約款に規

定する収益調整金（80,777,651円）および分配準備積立金

（137,688,272円）より分配対象収益は300,843,019円（10,000口

当たり15,235円）ですが、当期に分配した金額はありません。
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
  
＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配
金）、残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。  
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○１万口当たりの費用明細 (2025年６月４日～2026年６月３日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 161  1.430  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 62)  (0.550)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 93)  (0.825)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.055)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 15   0.129   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.002)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
 送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.020)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 10)  (0.091)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  2)  (0.017)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、信託事務の処理に要するその他の諸経費等 

 合 計 176   1.559    

期中の平均基準価額は、11,258円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.65％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 
（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 投資先ファンドの費用については、投資先ファンドの管理会社が発行する年次報告書（アニュアル・レポート）の記載に基づきます。

なお、投資先ファンドの運用管理費用（信託報酬）は当ファンドの運用管理費用（投信会社分）から支払われるため、別に収受してお
りません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
 

○売買及び取引の状況 (2025年６月４日～2026年６月３日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 1,841 4,869 52,212 129,174 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年６月４日～2026年６月３日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2026年６月３日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 79,360 28,989 84,844 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年６月３日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド 84,844 99.8 

コール・ローン等、その他 153 0.2 

投資信託財産総額 84,997 100.0 
 
（注） 金額の単位未満は切捨て。 
（注） シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（2,986,543千円）の投資

信託財産総額（3,051,019千円）に対する比率は97.9％です。 
（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝159.99円です。 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー・インカムアセット・アロケーション（１年決算型）Ａコース（為替ヘッジなし）／Ｂコース（為替ヘッジあり） 

Ｂコース（為替ヘッジあり） 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年６月３日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 168,679,349   

 シュローダー・インカムアセット・アロケーション・マザーファンド(評価額) 84,844,491   

 未収入金 83,834,858   

(B) 負債 85,063,668   

 未払金 84,255,194   

 未払解約金 153,047   

 未払信託報酬 608,715   

 その他未払費用 46,712   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 83,615,681   

 元本 71,627,532   

 次期繰越損益金 11,988,149   

(D) 受益権総口数 71,627,532口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,674円 
 

［元本増減］ 
期首元本額 172,098,329円 
期中追加設定元本額 1,059,123円 
期中一部解約元本額 101,529,920円 

 

○損益の状況 (2025年６月４日～2026年６月３日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 9,512,125   

 売買益 34,649,431   

 売買損 △25,137,306   

(B) 信託報酬等 △ 1,655,257   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 7,856,868   

(D) 前期繰越損益金 △   557,351   

(E) 追加信託差損益金 4,688,632   

 (配当等相当額) (  15,404,277)  

 (売買損益相当額) (△10,715,645)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 11,988,149   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 11,988,149   

 追加信託差損益金 4,688,632   

 (配当等相当額) (  15,408,905)  

 (売買損益相当額) (△10,720,273)  

 分配準備積立金 30,714,437   

 繰越損益金 △23,414,920   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（4,169,010円）、
費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収
益調整金（15,408,905円）および分配準備積立金（26,545,427
円）より分配対象収益は46,123,342円（10,000口当たり6,439
円）ですが、当期に分配した金額はありません。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
  
＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配
金）、残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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